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年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止

酒
飲
み
運
転
を
な
く
そ
う

酒
飲
運
転
が
大
き
な
安

通
事
故
に
結
び
つ
き
、
そ

の
悪
質
さ
、
危
険
さ
が
わ

か
り
ぎ
っ・
て
い
る
今
日
、

わ
れ

わ
れ
町
民

は
一
人
残

ら
ず

、
こ
の
運
動
に
参
加

し
て
、
一
件
の
事
故

∵
人

の
違
友
も
な
い
よ
う
協
力

し
ま
し

ょ
う
。

一

、

運

転

者
の

自

覚

川
、
酒

を
飲
ん
だ
と
き

は
絶
対
に
車
を
運
転

し
な
い
。

②
、
酒
類
が
出
さ
れ
る

会
合
等
に
出
席
す
る

場
は
、
車

を
運
転
し

て
行
か
な
い
。

③

、
酒
を
す
す
め
ら
れ

た
と
き
は

、
運
転
す

る

か
ら
と
は
っ
き
り
こ
と
ｈ

る
。

㈲
、
飲
酒
し

た
と
き
は
、
（

彳

ヤ
ー
、
タ
ク
シ
ー
、
知
人
の

車
な
ど
に
乗
り
、
自
ら
（

ン

’
ド
ル
を
握
ら
な
い
。

ぶ
、
酒
飲
後
多
少
休
ん
で
も
、

酒
は
さ
め
な
い
こ

と
を
理
解

す
る
。

⑥
、
酒

を
の
み

た
け
れ
ば
早
く

帰

っ
て
わ
が
家
で
の
む
。

二
、
運

転
者
に
酒
類
提
供
の
禁
止

川
、
家
庭
で
は
主
婦
が
中
心
と

な
り
、
家
族
や
来
客

な
ど
で

運
転
す
る
者
に
は
、
酒
を
絶

対
出
さ
な
い
こ
と
を
心
掛
る

⑦
、
会
社
、
工

場
、
事
業
所

、

官
公
庁
な
ど
の
管
理
者
は
職

場
内
で
、
各
種
の
行
事
、
会

合
時
に
酒
類
を
出
さ
な
い
。

③
、
部
落
会
、
婦
人
会

、
青
年

会

、
消
防
団
、
老
人
ク
ラ
ブ

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
団
体

は
、
運
転
者
に
酒

を
の
ま
せ

な
い
申
し
合
わ
せ
を
す
る
。

㈲
、
安
全
運
転
管
理
者

、
運
行

管
理
者

、
雇
用

主
、
経
営
者

は
飲
酒
運
転
防
止
の
た
め
の

管
理
を
し
っ
か
り
す
る
。

‘

邸
、
運
転
す
る
者
に
酒
を
提
供

し

た
者
の
責
任
を
き
び
し
く

追
求
す
る

。

畜
産
功
労
者

な
ど
表
彰

第

三

圓

表

彰

式

十
一
月
二
十
三
日
勤
労
感
謝
の

日
、
国
見
町
で
は
表
彰
規
程
に
も

と
ず
く
町
政
功
労

者
並
び
に
篤
行

者
の
表
彰
弍
を
行

な
っ
た
。

こ
の
度
表
彰
を
受
け
た
の
は
町
会

議
員
小
林
正
夫
さ
ん
を
は
じ
め
、

農
業
委
員
、
民
生
委
員
、
町
職
員

と
し
て
永
年
匠
且
り
精
励
し
た
人

々
お
よ
び
多
年
部
落
長
、
納
税
組

合
長
と
し
て
町
の
行
政
運
営
に
寄

与
し
た
人
、
人
命
救
助
、
産
業
振

興
等
公
共
福
祉
の
た
め
貢
献
さ
れ

た
人
々
で
、
そ
の
功
績
は
ま
こ
と

に
輝

や
か
し
い
も
の
で

あ
）り
、
世

道
人
心
を
振
起
さ
せ
ず
に
は
お
か

な
にい
も
の
と
み
ん
な
か
ら
崇
敬
さ

れ
て
い
る
。

受
賞
者
次
の
通
り

米
跟
会
議
員
一
二
年
小
林
　
正
夫

（
教
委
二
憚
通
算
）

米
農
業
委
員

コ

玉
・
紺
野
　
忠
蔵

来
民
生
委
員
一
八
年
佐
久
間
い
ち

米
消
防
部
長
三
〇

年
古
田
　

光
助

同
　
　
　
　
　
　

鈴
木
　
政
治

米
税
務
課
長

｝一
〇
年
板
橋
　
秀
雄

米
保
燵
婦
　

二
〇
年
渡
辺
ヨ
シ
ェ

米
主
事
　
　

二
〇
乍
中
山
　
　

弥

米
部
落
会
長
一
〇
年
佐
び
　
久
造

同
　
　
　
　
　
　
　
宍
戸
　

已
吉

闘
　
　
　
　
　
　

菅
野
　
正
明

米
哂
椀
組
合
長
一
〇

舁
佐
藤
喜
二

同
　
　
　
　
　
　

阿
部
　
武
夫

同
　
　
　
　
　
　

中
山
己
之
助

同
　
　
　
　
　
　

稲
村

彦
三

郎

米
善
行
者
（
人
命
救
助
）

半
沢
　
記
郎

本
年
五
月

十
四
日
午

前
九
時
頃

観
月
台
公

園
第
二
号

溜
池
に
逎

つ
て
転
落
入
水
し
た
武
田
照
夫

氏
長
男
照
彦
ち
ゃ
ん
（
三
才
）

を
．
知
ら
せ
に
よ
り
馳
付
け
、

身
の
危
険
を
も
省
み
ず
飛
び
込

み
救
助
し
た

米
畜
産
功
労
者
　
　

高
橋
　
友
義

多
年
に
亘

’
Ｉ

’
″

り
乳
用
牛

肉
用
牛
の

導
入
増
殖

に
尽
力
し

町
畜
産
業

の
進
展
に
寄
与
し

た
。

福 祉 セ ン タ ー建 設 に つ い て
国見 町教育長 岩　谷　唯　近 (  1 2 月 4凵 写)

社
会
教
育
の
殿
堂
た
る
公
民
館

の
建
設
に
つ
い
て
は
、
久
し
く
町

民
の
要
望
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、

前
赤
井
畑
町
長
時
代
に
、
町
民
の

要
望
に
応
え
て
公
民
館
の
建
設
に

踏
み
き
り
、
着
々
準
備
調
査
を
進

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
目

的
を
達
成
す
る
こ
と
な
く
途
中
で

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
現
関

口
町
長
さ
ん
が
前
町
長
の
遺
志
を

継
い
で
、
早
期
実
現
の
た
め
、
非

常
な
熱
意
と
努
力

を
重
ね
、
今
度

よ
う
や
く
実
現

の
運

び
に
至
っ
た

次
第
で
あ
り
ま
す
。
次
に
そ
の
概

要

を
記
し
、
町
民
各
位
の
御
理
解

と
御
協
力
を
お
願
い
申
上
げ
ま
す

設
計
は
本
町
出

’恕
の
平
木
設
計

事
務
所
に
依
頼
し
、
去

る
‐
4二

月

十
五
日
人
札
の
結
果
、
プ
成
建
設

株
式
会
仕
が
総
工
費
五
や
Ｉミ
ロ
万

円
で
落
札
し
、
十
一
川
卜
七
日
観

月
台
公
園

高
台
の
現
地
で
起
工
弍

を
行
な
い
、
そ
の
翌
々

口
く
い
打

ち
从
礎
工
事
を
冶
め
、
目
下
進
工

中
で
あ
り
ま
喩
。

そ
の
規
模
は
、
鉄
筋
二
階
建
、

総
坪

数
約
三
百
二
十
坪

、
室
数
十

蜜
、
全
館
温
風
暖
房

付
の
近
代
的

な
建
築
で
あ
り
ま
す
。

（
階

上

１
、
所
長
室
　
　
　
　
　
　
　

六
坪

２

、
事
務
宗
　
　
　

一
〇

、
五
ク

３

、
相
談
女
で
和
室
）
　
　
　
六

″

４

、
図
書
室

し
　
　
　
　
一
四

″

５
、
調
理
実
習
室
一
一
、
二
五

ク

６
、
老
人
ド
供
室
（
和
室

）
二
四
々

７
、
用

務
員
蜜

バ
畳
二
室
、
台
所

虱
呂
け

（
、階
上
）

８

、
大
会
議
室
ス
テ
ー
ジ
付
五
六

９

、
中
会
議
室
　
　
　
　

二
〇
々

1
0、
小
会
議
宗
　
　
　
　

一
二
々

内
部
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
大

会
議
室
収
容
へ
員
三
百
人
を
目
標

に
諸
施
設
の
整
備
を
図
り
、
便
利

で
快
適
な
セ
ン
タ
ー
を
め
ざ
し
て

目
ド
計
画
中
で
あ
り
ま
す
。

本
叫
の
早
業
と
し
て
は
、
町
政

は
じ
ま
っ
て
は
来
の
大
事
業
で
、

経
費
か
ら
し
え
ば
県
北
中
学
校
の

体
育
館

を
二
つ
造
れ
る
程
の
費
用

で
、
町
長
さ
ん
始
め
関
係
者
一
同

非
常
な
苦
心
と
努
力
を
重
ね
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
て
、
完
成

の
暁
は
町
民

に
対
し
昭
和
四
十
四

年
度

事
業
と
し
て
は
最
大
の
贈
り

物
に
な
る
と
確
信
し
て
い
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
公
民

館
と
の
関
係
で
あ
り
ま
す

が
、
資

金
繰
り
の
関

係
上
、
一
応
福
祉

セ

ン
タ
ー
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
内
部
構
造
一
切
は
公

民
館
的
性
格
を
充
分
考
慮
し
た
設

計
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

ご
了

承
を
い
た
だ
き
た
い

と
存
じ
ま
す

完
工
は
岶
札
四
ヤ
五
年
三
月
末
日

の
予
定

に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

着
工

も
お
く
れ
ま
し
た
の
で

、
多

少
の
遅
延
は
あ
ら
か
じ
め
ご
了
知

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

以
上
面
単
に
概
要

を
述

べ
ま
し

た
が
、
本
町

に
ふ
さ
わ
し
い
立
派

な
ピ
ン
タ
ー
の
完
工

を
皆
さ
ま
と

共
に
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

主
権
者
意
識
に
立
つ
／

佐

藤

善

次

郎

衆
議
院
は

十
二
月

二
日
に
解
散

さ
れ
、
二
十
七
日
投
祭
日
に
向
っ

て
師
走
選
挙

と
な
っ
た
。
解
散
が

早
く
か
ら
予
想
さ
れ
た
だ
け
に
選

挙
運
動
は
解
散
前
か
ら
始
め
ら
れ

て
お
っ
た
感

が
強
い
。

申
す
ま
で
も
な
く
民
主
主
義
は

国
民
自
ら
に
よ
る
政
治
で
あ
り
、

そ
れ
を
実
現
す
る
の
が
「
選
挙
」

で
あ
る
。
こ
の
「
選
挙
」

を
正
し

く
行
わ
な
け
れ
ば
、
明
る
い
政
治

は
期
待
す
べ
く
も
な
い
。
特
に
こ

ん
ど
の
選
挙
は
、
七
十
年
代
幕
あ

け
の
政
治
へ
の
選
挙
で
あ
る
。
よ

く
見
、
よ
く
き
き
、
よ
く
考
え
て

悔
い
の
な
い
一
票
を
投
ぜ
ら
れ
る

よ
う
念
願
せ
ず
に
は
お
ら
れ
な
い

今
度
の
選
挙
に
か
か
げ
ら
れ
た

各
政
党
の
政
策
は
す
こ
ぶ
る
は
っ

き
り
し
て
い
る
。
安

保
問
題
、
沖

縄
問
題
。
教
育
問
題
、
農
政
問
題

等
い
す
れ
も
確
然
と
し
て
お
っ
て

わ
れ
わ
れ
選
挙
民

が
政
党
を
選
ぶ

の
に
甚
だ
都
合
が
よ
い
。

更
に
今
度
の
総
選
挙
は
、
当
面

す
る
諸
問
題
の
外
に
、
形
骸
化
し

つ
つ
あ
る
議
会
制
民
主
主
義
に
「

活
」
を
入
れ
る
重
要
な
契
磯
で
も

あ
る
よ
う
に
巴
わ
れ
る
。

な
ん
と

い
っ
て
も
選
挙
に
当
っ
て
、
国
民

の
自
由
な
意
志
が
、
何
も
の
に
も

わ
ず
ら
わ
さ
れ
ず
表
明

さ
れ
な
け

れ
ば
議
会
政
治
は
成
り
立
た
な
い

こ

と
は
何
人
も
承
知
の
こ

と
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
選
挙
運
動
は
、

政
党
や
候
補
者
の
も
の
で
あ
っ
て

わ
れ
わ
れ
主
権
者
で
あ
る
選
挙
民

は
、
投
票
所
に
足
を
運
べ
ば
そ
れ

で
よ
い
と
い
う
よ
う
な
、
ど
っ
ち

か
と
い
え
ば
受
身
の
姿
で
あ
っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ

が
「
一

日
だ
け
の
主
権
者
」
と
呼
ば
れ
る

結
果
と
も
な
り
、
政
治
に
空
し
さ

を
感
じ
さ
せ
、
議
会
は
特
殊
政
治

家
の
も
の
と
い
う
縁
遠
い
存
在
と

な
っ
て
い
く
傾
向
に
も
つ
な
が
る

わ
け
で
あ
る
。
主
権
者
の
議
会
制

に
対
す
る
責
任
は
、
各
政
党
と
候

補
者
に
自
由
で
正
し
い
判
断
を
下

し
た
上
に
、
必
ず
投
票
し
、
選
挙

後
も
自
分
の
選
挙
区
か
ら
の
代
表

を
充
分
監
視
し
て

、
次
の
選
挙
の

心
構
え
を
つ
く
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

が
買
収
や
供

応
、
情
実
等
に
よ
っ
て
選
挙
が
な

さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
い
つ
ま

で
た
っ
て
も
正
し
い
民
主
主
義
は

望
む
べ
く
も
な
い
。
百
年
河
清
を

ま
つ
類
で
あ
ろ
う
。

こ
ん
ど
の
選
挙
に
は
、
テ
レ
ビ

の
政
見
発
表
が
は
じ
め
て
実
施
さ

れ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
影
響
に

つ
い
て
は
種
々
論
議
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
が
、
テ
レ
ビ
選
挙
に

よ
っ
て
、
さ
ら
に
主
権
者
が
受
身

に
な
っ
て
、
視
聴

覚
的
選
択
だ
け

を
強
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

議
会
制
は
ま
す
ま
す
国
民
よ
り
離

れ
る
お
そ
れ
な
し

と
し
な
い
、
わ

れ
わ
れ
は
絶
え
ず
政
治
に
関
心
を

も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
明

る
く
正

し
い
選
挙
を
身
に
つ
け
、
テ
レ
ビ

選
挙
の
実
施
に
役
立
た
せ
る
よ
う

心
が
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

な
お
、
自
覚
せ
ぬ
一
票
は
衆
愚

政
治
に
つ
な
が
る
と
い
う
人
も
あ

る
が
、
そ
れ
は
主
権
者
で
あ
る
選

挙
民
が
何
に
よ
っ
て
主
権
者
と
し

て
の
行
為
を
表
現
す
る
か
を
考
え

ざ
る
人
達
の
言
葉
で
あ
る
。
ま
ず

一
票
を
投
ず
る
こ
と
が
主
権
者
の

権
利
で
あ
っ
て
一
面
義
務
で
も
あ

る
。
こ
の
権
利
を
放
棄
し
た
人
は

政
治
上
の
こ
と
を
云
々
す
る
権
利

を
放
棄
し
た
も
の
と
看
做
さ
れ
て

も
仕
方
が
な
か
ろ
う
。
そ
し
て
政

治
教
育
も
投
票
を
通
じ
て
行
う
の

が
そ
の
第
一
歩
で
あ
る
。
わ
が
国

見
町
で
は
、
昨
年
四
弓
の
知
事
選

挙
の
投
票
率
は
八
五
・
三
三
【

’

セ
ン
ト
、
同
年
七
月
の
参
議
院
選

挙
に
は
ハ
ヒ
・
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト

と
い
う
郡
下
第
】
の
好
成
績
を
収

め
た
実
績

が
あ
る
。
こ
の
実
績
を

汚
さ
ざ
る
よ
う
、
町
民
挙
げ
て
投

票
さ
れ
る
よ
う
切
望
す
る
も
の
で

あ
る
。
師
走
の
多
忙
期
と
出
稼
ぎ

な
ど
の
関
係
か
ら
投
票
率
の
低
下

が
心
配

さ
れ
る
昨
今
、
ど

の
点
特

に
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に

匸
一
日
付
け
加
え
た
い
こ

と
は
、
こ
の
前
の
衆
議
院
総
選
挙

に
際
し

、
数
々
の
い
ま
わ
し
い
違

反
者
を
出
し
、
県
下
に
そ
の
話
題

を
播
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事

実
は
、
い
ま
だ
に
記
憶
に
新
し
く

以
い
出
す
ご
と
に
顔
の
あ
か
ら
む

の
を
感
ず
る
も
の
で
あ
る
。
再
び

こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
、
な
ん

の
顔
（
か
ん
ば
せ
）
あ
っ
て
町
民

に
ま
み
え
よ
う
と
い
い
た
い
。
心

す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

（
国
見
町
公
民
館
長
、
同

明
る
く

正
し
い
選
挙
推
進
協
議
会
長
）

国
家
技
能
倹
定
の

研
究
会
へ
ど
う
ぞ
ク

目
的

１
、
技
能
検
定
合
格
の
秘
訣

２

、
技
能
士
取
得
申
請
の
仕
方

３
、
技
能
士
資
格
の
意
義

４

、
各
職
種
検
定
委
員
の
注
意
と

作
業
の
要
点
と
そ
の
他

日
時
　
一
月
七
日
（
土
）
午
後
一

時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

会
場
　
桑
折
町
公
民
館

講
師
１
、
県
技
能
検
定
協
会
事
務

局
長
（
柳
沼
氏
）

２
、
県
労
働
部
職
業
訓
練
課
主

査
３
、
県
技
能
検
定
委
員
数
名

会
費
　
二
〇
〇
円

責
任
者
県
北
技
能
開
発
連
絡
委
員

阿
部
善
雄

以
上
の
と
お
り
で
す
。
関
係
の
方

は
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

年
賀
状
に
つ
い
て
お
願
い

④

年

賀
状
は

、

ゆ
と

り

を
も

っ
て

早
目

に
書
き

、

お
そ

く
も

二
十

二

目
は

出
す

こ

と
。

＆

宛
先

の

郵
便

番
号

を

は

っ
き
り

書

く
。

自
分

の

番
号

も
書

く
。

（
ｔ
）
年

賀
は

が
き

を

差
し

出
す

と
ま

町
内

、

県
内

、

そ
の

他

あ
て
に

ぽ
分

け

し
、

次

の
付

鯱

ん
を
つ

け
て

東

ね

る
。

「

年
賀

は

が
き

町

内

あ
て
」

「

年
賀

は

が
き

県

内

あ
て
」

「

年
賀

は

が
き
そ

の

他

あ
て
」

（
藤

田
郵

便

局
）

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

（
十
一
月
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
　
　

敬
称
略
す
）

死
亡
日
　

氏
　
　
　

名
　
　

満
年
令
　
　

住
　
　
　
　

所

囗

、１
　

佐
藤
　
　

隆
　
　

七
十
　
　

泉
田
　
川
南
六
十
七

々

４
　

池
田
　

常
夫
　
　

六
一
　
　

山
崎
　
沢
田
四
の
七

々

囗
　

三
木
　
コ
ウ
‘
　
　
七
八
　
　

山
崎
　
下
川
前
三
十
八

々

凵
　

佐
藤
　

修
一
　
　

十
七
　
　

森
山
　
西
国
見
三
十
四

々

隍
　

佐
藤
　
千
助
　
　

七
八
　
　

川
内
　
沖
四

々
2
4
　
佐
藤
　

ノ
プ
　
　

七
一
　
　

貝
田
　
切
内
九

（
Ｊ
）

選

挙

法
　

守

ら

ぬ
候

補

は

ボ
イ

コ
ソ

ト
・・
…
・
明

正

選

挙

で
明

る

い
社
会

く
に
み



静岡に学 ぶ 青年 リーダ ー
研 修 会 の 記

去

る
十

一

月

の
末

に
行

わ

れ

た
伊

達
地

方
公

民
館

塵
絡

協
議

会
主

催

の

青
年

リ

ー

ダ

ー
研

修
会

に
わ

た

し

た
ち

十

名
参

加

し

て

ま
い

り

ま
し

た

。

桑
折

六

名
、

伊

達

四

名
、

国

見

一
〇

名

梁
川

一
〇

名
、

保

原

九

名
、

霊

山

六
名

、

月

館

七
名

、

そ
れ

に

各

町

社
会

教

育

担
当

の
先

生
方

六

名
、

合

せ

て

五
十

八

名

（
男

三

八

名

、
女

二
〇

名
）

で

静

岡

県
御

殿

場
市

に

あ
る

国
立

中

央
青

年
の

家

で
四

泊

五
日

の
研

修

を
し

あ

と

二

日
間

浜

松
、

静

岡
方

面

の
社

会
見

学

を
し

て
き

ま

し

た
。

二
十

一
日

の

夜
福

島
駅

を

出
発

、

二
十

二
日
早
朝
東
京
築
地
の
中
央
市
場

を
屯
学
、
中
央
高
速
自
動
車
で
河

口
湖

に
行
き
、
収
栖
湖
、
風
穴
、

朝
霧

高
原
牧
場
、
養
鱒
場
、
白
糸

の
滝
等
を
見
て
午
後
三
時
国
立
中

央
青
年
の
家
に
到
着
し
ま
し
た
。

こ
こ
は
富
士
山
の
広
大
な
裾
野
を

利
用
し
て
つ
く
っ
た
、
そ

の
名
の

と
お
り
青
少
年
の
研
修
の
場
で
す

猪
苗
代
の
磐
梯
青
年
の
家
は
、

研
修
室
、
体
育
館
、
宿
舎
、
風
呂

食
堂
な
ど
み
ん
な
楪
続
き
に
な
っ

て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
全
部
別
棟

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
標
高
七
〇
〇
メ

ー
ト
ル

三
七
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
山
頂
か
ら

吹
き
お
ろ
す
風
は
朝
夕
相
当
に
き

び
し
く
、
五

セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
霜

柱
が
毎
朝
み
ら
れ
ま
す
。
し
か
し

室
内
は
ス
チ

ー
ム
暖
房
が
よ
く
き

き
、
研
修
す
る
に
も
寝
起
き
す
る

に
も
ま
こ
と
に
快
適
で
す
。

時
間
は
殊
の
外
き
び
し
く
、
初

め
は
み
ん
な
こ
た
え
た
よ
う
で
す

が
、
馴
れ
て
く
る
と
ほ
ん
と
に
気

持
ち
よ
い
も
の
で
す
。
食

事
は
森

永
食
堂
で
一
日
三
食
で
三
百
円
、

美
食
、
大
食
に
馴
れ
て
い
る
わ
れ

わ
れ
の
胃
袋
に
は
も
の
足

り
な
く

大
分
副
食
費
を
つ
か
っ
た
も
の
も

あ
る
よ
う
で
す
。

朝
の
起
床
は
六
時
半
、
七
時
朝

の
っ
と
い
、
七
時
半
朝
食
、
八
時

半
か
ら
付
二
時
ま
で
研
修
、
昼
食

の
後
一
時
二
十
分
か
ら
四
時
半
ま

で
研
修
、
四
時
四
十
分
夕
べ
の
つ

ど

い
、
五
時

か
ら
入
浴
夕
食
、
七

時
か
ら
八
時
四
十
分
ま
で
夜
の
研

修
、
あ
と
九
時
四
十
分
ま
で
自
由

時
間
、
十
時
消
灯
、
そ
の
時
間
帯

の
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
独

自
の
計
画

を
立
て
て
研
修
を
す
る

の
で
す
。
わ
た
く
し
た
ち
は
大
体

次
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
講
義

を
き
い
た
り
、
み
ん
な
で
話
し
合

い
を
し
た
り
、
理
論
と
実
際
を
結

び
つ
け
な
が
ら
勉
強
を
し
ま
し
た

○

わ
が
青
年
団
の
現
状
と
問
題
点

（
情

報

交
換

）

○
青
年
の
生
き
方
と
青
年
団
の
目

的
（
講
義
）

○
青
年
団
の
事
業
計
画
の
立
て
方

（
講
義

と
話
し
合
い
）

○
青
年
リ

ー
グ
ー
の
あ
り
方

（
講
義
）

○
対
議
法
の
い
ろ
い
ろ

（
講
義

と
実
技
）

○

レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方

（
ゲ
ー
ム
と
ス
ポ
ー
ツ
の
実
技
）

○
キ
ャ
ン
ド
ル
岸

Ｉ
ピ
ス
の
理
論

と
実
際
（
講
義
と
実
技
）

○
視
聴
覚
教
育
（
映
画
鑑
賞
）

四
泊
九
日
の
宿
泊
研
修
を
終
っ

た
あ
と
は
社
会
見
学
で
す
。
東
名

高
速
自
動
車
で
浜
松
に
行
き
、
航

空
自
衛
隊
北
基
地
、
本
田
技
研
浜

松
工
場
、
日
本
楽
器
浜
松
工
場
等

を
見
学
、
国
民
宿
舎
館
山
寺
荘
で

一
泊
、
次
の
日
は
も
ど
っ
て
静
岡

市
登
呂
遺
跡
、
日
本
平
、
三
保
の

松
原
、
清
水
港
等
を
見
て
東
京
に

帰
り
、
日
劇
を
見
、
ま
た
夜
行
列

車
に
ゆ
ら
れ
て
二

十
八
日
早
朝
福

島
駅
着
、
駅
前
辰
巳
屋
食
堂
で
解

散
、
各
町
ご
と
ま
と
ま
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
で
、
わ
た
く
し
た

ち
は
多
く
の
先
生
方
に
有
益
な
指

導
を
受
け
る
と
共
に
、
た
く
さ
ん

の
友
だ
ち
と
話
し
合
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
し
て
ま
た
社
会
を

広
く
見
、
自
分
を
深
く
反
省
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
な
る
べ
く
機
会
を
み
つ
け
て
、

も
っ
と
世
の
中
を
見
、
多
く
の
人

と
話
し
合
う
た
め
に
、
ま
す
ま
す

青
年
団
活
動

を
活
発
に
し
た
い
も

の
と
思
い
ま
す
。

遠

藤
　

正
喜

（

鳥
取

）

阿

部
　

泰
蔵
（
石

母

旧
）

佐

藤

富

美
子

（

″
）

宍

戸
　

芳

子

（
徳

江

）

松

浦
　

万

助
（
大

木
戸

）

志

村
　

孝

明

（

高
城

）

高

橋
　

啓

子

（
貝

田

）

鈴

木
　

正
一
　（
川

内

）

鈴

木
　

咲
江

（

ク
）

松

浦
　

静
子
（
西

大

枝
）

明 治 学 級
わ
が
町
の
文
化
財
を
守
ろ
う

八
十
一
月
十
八
日
Ｖ

わ

が
明
治
学
級
で

は
、
十
一
月
十
八
日

午

後
一
時
か
ら
藤
田

小

学
校
で
学
習
会
を

開

い
た
。
文
化
の
月

に
ち
な
み
「
わ
が
町

の
文
化
財
を
守
ろ
う

」

と
い
う
テ
ー
マ
を

か
か
げ
、
ま
ず
鈴
木

主
事
か
ら
わ
が
町
の
文
化
財
を
と

お
し
て
文
化
財
の
意
味
や
そ
の
守

り
か
た
に
つ
い
て
説
明
し
、
つ
い

で
静
岡
市
登
呂
遺
跡
と
集
ま
っ
た

老
人
た
ち

が
そ
の
活
動
の
一
つ
に

文
化
財
調
査
並
び
に
保
護
の
仕
事

を
と
り

あ
げ
て
い
る
長
野
県
の
あ

る
老
人

ク
ラ

ブ
の
映
画

を
鑑
賞
し

た
の
ち
四
つ
の
分
科
会

に
わ
か
れ

て
話
し
合
い
を
し
た
。

・

人
権

を
守
ろ
う

Ａ

十
二
月
十
二
日
Ｖ

十
二
月
は
人
権
保
護
の
月
と
い

う
の
で
「
人
間

の
権
利
」
と
い
う

聊
で
学
習
す
る
こ
と
に
し
た
。
福

島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
長
加

藤
啓
先
生
か
ら
「
老
人
の
権
利
、

婦
人
の
権
利
」
に
つ
い
て
お
話
を

き
た
い
あ
と
、
婦
人
学
級
生
た
ち

と
町
内
の
人
権
擁
護
委
員
を
ま
じ

え
、
昔
か
ら
弱
い
と
さ
れ
て

き
た

「

婦
人
の
人
権
」
か
ら
近
ご
ろ
弱

く
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
「

老
人
の

人
権
」
な
ど
に
つ
い
て
具
体
例
を

挙
げ
な
が
ら
話
し
合
っ
た
。

・

吉
岡
先
生
の
話
を
き
こ

う

Ａ
十
二
月
十
九
日
Ｖ

十
二
月
十
九
日
、
吉
岡
先
生
を

お
招
き
す
る
か
ら
い
っ
し

ょ
に
き

い
て
は
ど
う
か
と
誘
い
を
か
け
ら

れ
た
の
で
、
よ
ろ
こ
ん
で
応
ず
る

こ

と
に
す
る
。
壮
年
学
級
、
婦
人

学
級
な
ど
若
い
人
た
ち
と
の
話
し

合
い

が
で
き
る
こ
と
は
ま
こ
と
に

よ
ろ
こ
ば
し
い
こ
と
で
、
今
後
共

こ
う
い
う
機
会
を
つ
く
っ
て
も
ら

い
た
い
。

壮 年 学 級 吉

岡

先

生

に

き

く

ペ
ト
ナ
ム
の
お
は
座
し

壮
年

学

級

で
は

十

一

月

二
十

一

日
午

後

一

時
か

ら

藤

田
小

学

校

で
学

習

会

を
開

い

た

。
農

繁

期

で

心
配

さ

れ
た

出

席

も

、「

家

庭

に

お
け

る
人

間

関

係
」

と

い
う

切
実

な

課

題
、

そ

れ

に
講

師

（
田

村

先

生
）
の
魅

力

に
ひ

か
れ
て

か
、
五
十
名
と
い
う

今
ど
き
に
め
ず
ら
し

い
成
績
、
映

画
「

あ
と
と
り
≒
妻
の
地
位
」
も

今
回
の
テ

ー
マ
に
し
っ
く
り
。
次

回
の
打
合
せ
の
結
果
、
農
協
問
題

に
つ
い
て
学
習
し

ょ
う
と
い
う
こ

と
に
し
た
が
、
講
師
予
定
の
組
合

長
さ
ん
は
じ

め
幹
部
の
皆
さ
ん
の

都
合

に
よ
り
来
春
一
月
ゆ
っ
く
り

時
間
を
か
け
て
や
る
こ
と
に
し
、

十
二
月
は
別
記
の
と
お
り
吉
岡
楪

一
先
生
を
招
い
て
ベ
ト
ナ

ム
を
め

ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
お
き
き
す

る
こ
と
に
た
っ
た
。
こ
れ
に
は
婦

人
学
級
も
合
流
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
家
庭
で
の
話
し
合

い
な
ど
も
一
段
と
活
発
に
な
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

～

～

お

知

ら

せ
～

～

時

…
…
十
二
月
十
九
日
（
金
）

午
後
一
時
よ
り

所
…
…
藤
田
小
学
校

師
…
…
福
島
県
仏
教
会
長

吉
岡
　
棟
一
先
生

題
…
…
…
ベ
ト
ナ
ム
と
日
本

十

一

月
十

五

日
　

俳

句

会
　
（
第

二

回
）

兼
題
霜
　
（
三
句
）
　

雑
詠
二
句

互
選
の
結
果
左
記
の
と
お
り

六
点
　
落
葉
た
く
煙
素
直
に
寺
の
暮
　
　
　
　
　
　
　
　
一
怡

四`
点
　

ブ
タ
の
手
を
し
ば
し
休
め
て
雲
流
る
　
　
　
　

美
一

々
　
　

秋
ま
つ
り
母
の
な
い
子
が
面
を
買
う
　
　
　
　

栄
子

三
点
　
視
野
せ
ま
き
吾
に
も
霜
の
た
よ
り
あ
り
　
　
　

君
子

″
　
　

病
妻
も
か
く
れ
て
紅
引
く
秋
ま
つ
り
　
　
　
　

勝
衛

ク
　
　

乱
れ
さ
く
小
菊
に
あ
わ
れ
霜
の
朝
　
　
　
　
　

君
子

″
　
　

日
の
出
で
て
木
陰
に
残
す
霜
の
筋
　
　
　
　
　

福
太
郎

々
　
　

空
し
さ
に
口
を
鳴
ら
し
て
密
柑
吸
う
　
　
　
　

栄
子

夕
　
　

門
し
め
て
夫
留
守
の
夜
の
霜
掴
む
　
　
　
　
　

栄
子

二
点
　
は
く
息
の
白
く
か
ら
ま
る
霜
の
朝
　
　
　
　
　

た
か

″
　
　

飛
ぶ
鳥
の
影
寒
う
し
て
霜
つ
よ
し
　
　
　
　
　

不
明

々
　
　

妻
の
日
の
今
朝
は
霜
踏
む
墓
の
径
　
　
　
　
　

灰
鳥

々
　
　

観
光
の
中
の
か
な
し
き
鮭
檗
場
　
　
　
　
　
　

黄

鶴
桜

ク
　
　

紅
葉
の
山
肌
低
く
天
狗
岩
　
　
　
　
　
　
　
　

蔦
水

夕
　
　

孫
の
手
の
ぬ
く
も
り
い
と
し
菊
人
形
　
　
　
　

た
か

第
五
回
町

民
卓
球
大
会

十
一
一
月
七
日
（
日
）
県
北
中
体

育
館
で
行
わ
れ
、
成
績
次
の
通
り

（
団
体
戦
）
ニ
チ

ー
ム
参
加

１
、
藤
田
Ｂ
チ
ー
ム

２
、
国
見
電
子

（
個
人
戦
）

男
子
Ａ
級
　

十
四
名
参
加

１
、
　

羽
根
　

幹
雄

２
、
　

小
野
　

智
義

３
、
　

吉
田
　
貞
男

女
子
Ａ
級
　
二
名
参
加

１
、
　
斎
藤
　
裕
子

２
、
　
吉
田
　
弘
子

男
子
Ｂ
級
　
三
名
参
加

１
、
　
奥
山
　

隆
夫

２
、
　
菅
野
　
正
二

３

、
　
徳
江
　
賢
一

女
子
Ｂ
級
　

七
名
参
加

１

、
　
吉
田
　
洋
子

２

、
　
菊
地
　
美
智
子

男
子

ダ
ブ
ル
ス
　
参
加
六
組

１
、
須
田
善
治
小
野
智
義

２
、
佐
久
間
久
男
羽
根
幹
雄

３
、
我
妻
定
雄
吾
妻
悦
郎

明
正
選
挙
や
交
通
事
故
防
止
座
ど

婦
人
会
で
申
し
合
せ
る

国
見
町
婦
人
会
連
絡
協
議
会
で

は
十
二
月
四
日
（
木
）
午
前
十
時

か
ら
役
場
口
本
間
で
評
議
員
会
を

開
き
、
当
面
の
活
動
力
針
に
つ
い

て
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

開
会
冒
頭
に
岩
谷
教
育
長
さ
ん

か
ら
公
民
館
建
設
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
経
過
や
構
想
に
つ
い
て

く
わ
し
い
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

来

年
五
月
頃
に
は
鉄
筋
二
階
建
て

延

べ
三
二
〇
坪
の
り
っ
ば
な
公
民

舘

が
完
成
す
る
と
き
い
て
は
、
わ

た
し
た
ち
の
相
談
に
も
お
の
ず
と

熱

が
は
い
り
ま
し
た
。

次
に
樋
口
消
防
団
長

さ
ん
よ
り

近
頃
の
火
災
の
特
徴
と
消
防
団
の

は
た
ら
き
な
ど
を
と
お
し
て
婦
人

消
防
協
力
会
の
役
割
に
つ
い
て
説

明

が
あ
り
、
今
さ
ら
な
が
ら
家
庭

婦
人
の
任
務
の
重
要
さ
を
認
識
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

次
は
公
民
館
の
鈴
木
主
事
先
生

の
指
導
助
言
を
受
け
な
が
ら
次
の

項
目
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た

１

、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い

て幼
児
期
、
児
童
期
、
青
年
期
な

ど
い
つ
の
時
代
で
も
母
親
の
役

割
は
車
大
な
の
で
、
若
妻
学
級

母
親
学
級
、
家
庭
教
育
学
級
な

ど
婦
人
教
育
に
力
を
入
れ
る
よ

う
に
し
た
い
。

２
、
明
る
く
正
し
い
選
挙
の
推
進

に
つ
い
て

こ
ん
ど
の
総
選
挙
に
つ
い
て
は

棄
権
防
止
と
違
反
防
止
に
努
め

る
。
棄
権
防
止
の
た
め
に
は
戸

別
訪
問
な
ど
に
よ
っ
て
投
票
総

参
加
を
呼
び
か
け
、
違
反
防
止

に
つ
い
て
は
「
五
つ
の
提
唱
」

な
ど
を
実
行
す

る

３
、
人
権
擁
護
思
想
普
及
の
た
め

十
二
月
十
二
日
（
金
）
午
後
一

時
藤
田
小
学
校
で
講
演
会
を
開

く
。
題
「

老
人
の
権
利
、
婦
人

の
権
利
」
講
師
、
福
島
地
方
法

務
局
人
権
擁
護
課
長

４

、
体
力
つ
く
り
運
動
推
進
に
つ

い
て

各
自
の
健
康
検
査
を
し
、
各
自

の
体
位
体
力
に
応
じ

た
鍛
え
方

栄
養
の
と
り
方
を
工
夫
実
行
す

る

５

、
年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止

に
つ
い
て

酒
飲
み
運
転
の
防
止
に
特
に
力

を
入
れ
る
。

主
婦
の
誓
い
な
ど
を
つ
く
っ
て

各
戸
に
配
布
す
る
。

６
、
皇
居
奉
仕
に
つ
い
て

家
庭
の
事
情
や
個
人
の
事
情
を

考
え
、
最
も
条
件
の
と
と
の
っ

て
い
る
人
は
な
る
べ
く
こ
の
際

参
加
す
る
よ
う
勧
め
る
こ
と

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
十
一
月
中
出
生
届
を
さ
れ
た
方
　

敬
称
略
す
）

出
生
日
　
氏
　
　
　

名
　

親
の
名
と
続
柄
　
住
　
所

1
0、
2
2
　佐
藤
由
紀
子
　
　

久
男
の
長
女
　
石
磴
田
横
町
十
四

凵

、１
　

鈴
木
智
賀
子
　
　

正
行
の
長
女
　
山
崎
　
北
町
田
七
の

Ｉ

″
　
　

松
浦
由
美
子
　
　

春
男
の
長
女
　
山
崎
　
北
古
舘
八

″

７
　

野
地
真
由
美
　
　

ッ
ネ
子
長
女
　
藤
田
　

太
子
堂
二
十
二

ク

８
　

渡
辺
　
浩
行
　
　

重
勝
の
長
男
　
藤
田
　

南
六
八

″

９
　

渡
辺
　
直
喜
　
　

直
一
の
長
男
　
泉
田
　

馬
場
九

″

９
　

松
浦
　

敏
子
　
　

功
　
の
長
女
　
大
木
戸
西
原
十
五

々
1
2
　
高
原
　

達
夫
　
　

長
吉
の
長
男
　
鳥
取
堰
下
六

″
1
3
　
中
野
　
由
明
　
　

忠
重
の
三
男
　
藤
田
鶉
町
三
、
三
十
二

″
1
6
　
斎
藤
　

広
子
　
　

誠
一
の
長
女
　
小
坂
　
小
坂
十
九

″
1
7
　
鈴
木
真
由
美
　
　

鉄
男
の
長
女
　
西
大
枝
上
台
十
七

″
1
7
　
本
間
　
正
人
　
　

容
子
の
長
女
　
藤
田
　
南
八

″
1
9
　
斎
藤
　
嘉
弘
　
　

栄
司
の
二
男
　
西
大
枝

並
柳
二
五
の
三

″
2
4
　
渋
谷
　
啓
子
　
　

肇
　

の
長
女
　
光
明
寺
土
井
十

】

々
2
6
　
松
浦
　
由
美
　
　

周
市
の
長
女
　
大
木
戸
中
橋
三
の
一
一

＠
　
健
康
生
活
・
冗
費
節
約

’
交
通
安
全
の
た
め
に
…
…
年
末

年
始

の
宴
会
な
ど
自
粛
し
ま
し
よ
う
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